
 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童で芋さしをしました！（５月30日：木曜日） 
 ２８日（火）予定の芋さしが２日間延びましたが、天気
が回復し、土の状態も良好でした。 

児童全員が、６つの縦割り班に分かれ、上級生たち

が下級生の

お世話をし

ながら３０分

ほどで芋挿

しは完了し

ました。 

子ども達

は、 「秋の

収穫が楽し

みです」と感想を言ってくれました。 次に、

２時間目は和光幼稚園の年長さんと１年生

で芋挿しをしましたが、そのときは、１年生

がお兄さんお姉さんらしく年長さん達に教

えてあげながら仲良く芋挿しができました。 

秋になったら、大きい芋がたくさん収穫でき

たらいいですね。 今からどうやって食べる

のが美味しいのか？みんなで研究してお

いてください。 

校舎の改装が間もなく始まりますが、子ど

も達の楽しい時間がなるべく減らないように

して欲しいと思います。 実際に、自分の目で見て、手で触って、感触や感覚を養いながら子どもは成長し

ていきます。そんな時間をたくさん用意してあげるのが、大人の役割だと思います。 

今年度２回目 防災広場の除草作業 （６月８日：土曜日） 

 ４月１３日（土）に１回目の除草作業をして、８週間が過ぎまし

た。 少し天気が怪しかったのですが、何とか作業が終わるまで

は、パラパラ程度で済みました。今回の作業には１１名が参加し

てもらいました。 新しく、渕ジュニアに参加していただき、３０代

前半の若々しいエネルギーが投入されたことで、７０代の G メン

も大歓迎の様子で、何やらニヤニヤしながら個人情報の質問攻

めをしている G もいました。 と、言う感じで第２回目の作業も無

事終了しました。 防災広場草刈隊員、募集中です！ 
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芋挿しを終えての記念撮影です！ 



稚魚放流体験：4年生と年長さんで！（６月６日：木曜日） 

稚魚放流の事業を始めてから４回目（４年目）になります。昨年までは、大草野の象徴みたいな蛍橋の下
で行いましたが、今年は用水路の工事のあと、護

岸道路から降りたすぐのところが水溜まりになって
いたので、板井手堰の上流の階段状の場所で行
いました。 周囲の景色としては蛍橋のところが断
然いいのですが、大きな石がごろごろしていて、
年長さんにはとても歩きにくいだろうと思っていま
したので、この際思い切って足元が安全な方を選

びました。 
学校も。「こ
この方がや
りやすいで
すね。」と言
っていただきました。  
さて、肝心の稚魚放流体験

の方は、子ども達の生き物に
対する反応が、本当に様々で、
そんな子どもの様子を見てい
て飽きません。 
ウナギもカニも怖がらず、タ

ライからつかみ上げて、「ちぎ
っては投げ」状態の子や、身をすくめて一度も手を伸ばせない子、

最後には泣き出
す子やら、それ
はそれは、満艦飾の船を眺めているような、個性の花
盛りでとても賑やかさを感じました。  

今年も、市の農業政策課の担当者が、紙芝居風に

稚魚放流の説明をしてくれました。 放流したウナギが、
一度、海まで行って、卵を産んで、その卵が孵化して、
また川を上ってくるというお話が、この塩田川で本当に
実を結べばいいなと思います。 

もう、今から来年の放流が楽しみです！ 

学校前花壇の除草作業 

（５月２５日：土曜日）環境整備部会 
環境整備部会の、６年度の初仕事、学校前の花壇の除草作業を行いました。 当日は、役員主体で芋

畑も芋挿しの準備を行っていて、同時進行になりました。除草作業の方は、畑の所有者の西野式浪区長
が下準備をしてもらっていたのもあって、部会員中心に９名程度で、１時間しないで完了しました。 
まもとに申し訳ないことに、自分も作業に加わっていると、ときどき忘れてしまうのが写真撮影です。 

今回も同じことをやらかしています、環境整備部会の方々、証拠写真がなくてゴメンナサイ！！ 
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「正
し
く
使
う
」へ 

「
正
々
堂
々
」
と
言
う
言
葉

は
、
ま
も
な
く
死
語
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
、
と
思
う
よ
う
な

こ
と
を
た
く
さ
ん
見
聞
き
し
ま

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
報
道
と
い
う

番
組
を
見
て
あ
ら
た
め
て
そ
ん

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

現
状
を
、
発
生
し
て
い
る
事

案
か
ら
ひ
と
言
で
表
現
す
る

と
、
「
卑
怯
者
増
産
社
会
」
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
原
因
の
多
く
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

小
学
生
に
入
る
こ
ろ
か
ら
自

分
用
の
ス
マ
ホ
を
持
ち
、
仲
間
と

一
緒
に
い
て
も
会
話
は
せ
ず
、

近
く
に
い
る
友
の
悪
口
を
、
ス
マ

ホ
で
簡
単
に
や
り
取
り
が
で
き

る
環
境
の
中
で
ず
っ
と
育
っ
て
し

ま
え
ば
、
そ
れ
は
当
た
り
前
に

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。 

相
手
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
な
こ

と
を
「
注
意
」
や
「
助
言
」
と
し
て

面
と
向
か
っ
て
、
発
言
す
る
こ
と

を
し
な
く
な
り
、
子
ど
も
社
会

も
「
陰
口
社
会
」
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

も
ち
ろ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
を
理
解

し
使
え
る
よ
う
に
す
る
小
学
生

へ
の
教
育
は
必
須
不
可
欠
で
、
す

で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
そ
れ
と
並
行
し
て
情

報
倫
理
の
教
育
も
同
じ
時
数
く

ら
い
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

ウ
ナ
ギ
や
カ
ニ
と
楽
し
そ
う

に
戯
れ
て
い
る
子
ど
も
達
を
見

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
深

い
傷
を
負
わ
な
い
よ
う
に
「
転
ば

ぬ
先
の
杖
」
を
持
た
せ
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

カニをつかむの、へっちゃらですよ！ 

「ちぎっては投げ」状態の生き物好きです！ 

「とてもたのしかったです！」と、じょうずに
感想を言ってくれました。ありがとう！ 

先生方も、こちらが安全でいいですね、との感想でした！ 


